
　訂正　「看護を中心とした頭部外傷の臨床と病態1の〈2＞～〈4＼に以下のよう

な誤りがありましたので，おわびして訂正いたします。

　〈2＞（Vol．1No．2）

101葦〔15Z〒　　abduceut　nerve　iuyiury

　　－→abducent　nerve　injury

　〃16行および26行　外旋神経一一
　　外転神経

　〃22行　疹瘍一一疹痛
102頁12行　瘡痕一一→疲痕

　〈3＞（Vo1．1No．3）

105頁6行　対しれは…一一対しては

　〃　4行　2枚に…一一2枝に…

108頁第9図側脳室エコー一一頭
　　蓋骨エコー

　〃16行　腰椎穿利一一腰椎穿刺
　〈4＞（Vol．1No．4）

97頁2行　衡突する一一衝突する
100頁3行　山脳扁桃一一一小脳扁桃

　〃19行　超声音波一一超音波

　105

100頁27行　Distmbance－一一一一bDistur－

　　bance
102頁15行　腫孔不同・一瞳孔不同
103頁32行　ユリンの、ア導体一一コリ

　　ンの誘導体

　〃　34行　Nebound現象一
　　Rebound現象
　〃35行　脂内の…一脳内の…
104頁1行　基縮一一萎縮

　〃3行および5行Nebound－－
　　Rebound

　〃3行アンニットールー一マン
　　ニットール

　〃20行　舌根次下一一一舌根沈下

106頁31行　ナチオニンー一→メチオニ

　　ン
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